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落合平石小水力発電所の運転開始について 

株式会社オリエンタルコンサルタンツは、飛島建設株式会社と共同で、岐阜県内で建設を進め

ていた落合平石小水力発電所について、平成 28 年４月 12 日に開所式を行い、運転を開始いたし

ました。 

当事業は、企業連携・地域連携・官民連携の３つの連携を軸に、計画段階から地域との相互協

力と中津川市の支援を頂きながら進め、再生可能エネルギー事業のパイロット事業となることを

目指してきました。 

今後、当事業で得た調査・計画から設計・建設にいたる一連の経験・実績を活かし、小水力発

電エンジニアリング事業の展開を進めてまいります。 

 

■事業概要 

岐阜県は、水力発電の潜在的な実現可能性が高く、なかでも中津川市付近は起伏の多い中山間

地形を呈しているため、小水力発電に適した水量・未利用落差が多いといわれています。当事業

では、中津川市内の落合平石地区で大正時代につくられた歴史のある農業用水路の未利用落差に

着目し、水路の一部を発電用導水路として活用しました。活用にあたっては、地域との協議をも

とに経年劣化が進んだ水路や取水設備の改修・更新を行い、農業用水路としての利便性の向上を

図りました。 

  

1. 発電所の位置 

発電所：岐阜県中津川市落合字平石 1336 番 523 （水系：木曽川水系落合川本谷） 

 

2. 事業主体 

飛島建設・オリエンタルコンサルタンツ特定事業共同企業体 

 

3. 運転期間 

平成 28 年４月から 20 年間（固定買取価格期間と同じ） 

 

 

  



 

4. 主要設備 

設備名 仕様 

水車 横軸クロスフロー 定格出力 136kW 

（チェコ製 日本小水力発電㈱より購入） 

有効落差 64m、最大使用水量 0.25m3/s 

発電機 横軸三相誘導発電機 定格出力 126kW 

関連付属設備 入口弁、配電盤、屋外系統連系設備、無停電電源装置、水槽水位検出

器、簡易型遠方監視制御装置 

土木建築設備 ・開水路：既存の農業用水路（918m）と附属設備を改修整備 

・ヘッドタンク：RC 造 4.5m×2.1ｍ×3.6m 

・水圧管路：φ450、延長 FRPM 管埋設 430ｍ 

・発電所建屋：62m2 

・余水路：60m 

・取付道路：２箇所 

 

■事業の枠組み 

 建設・運転費用は飛島建設、オリエンタルコンサルタンツ２社が出資・負担（50：50） 

 発電した電力は固定価格買取制度に基づき、全量を中部電力に供給、売電 

 既存の農業用水路を小水力発電設備の導水路として共用することで建設コストを抑えると

ともに、劣化した箇所の入れ替えや補修により将来の農業用水路の維持管理費用を軽減 

 運転費用のうち、清掃や点検など維持管理の一部は地区に委託 

 小水力発電を通じた環境配慮の取組みと地域貢献に対し、関係者との調整や許認可で地元

自治体の中津川市の支援 
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左より） 

青山 節児 中津川市 市長 

開所式の様子 

乘京 正弘 飛島建設株式会社 執行役員副社長 

安江 直樹 落合生産森林組合 組合長 

牧野 敏夫 中津川市落合地区区長会 会長 

青山 節児 中津川市 市長 

トマーシュ・ドゥプ チェコ共和国 駐日特命全権大使 

山本 則導 平石地区 区長 

伊藤 禮一 中津川市 落合土地水路管理組合 理事長 

野崎 秀則 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 代表取締役社長 

 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

TEL: 03-6311-7551 FAX: 03-6311-8011 

URL:http://www.oriconsul.com/ 

統括本部 薮内、伊藤 


